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１ 研究体制 

（１）研究開発組織図 

 

①運営指導委員 

・国際教養大学学長 鈴木典比古 氏（委員長） 

・目白大学人間学部児童教育学部 田尻信壹 氏 

・立教大学副総長 国際化推進機構長 池田伸子 氏 

・大学共同利用機関法人情報・システム研究機構極地研究所教授副 所 長  伊村智 氏 

・株式会社あしぎん総合研究所代表取締役社長 加藤潔 氏 

②グローバル教育統括アドバイザー 

・東京海洋大学教授グローバル教育研究推進機構 小松俊明 氏 

・宇都宮大学教授学長特別補佐 松金公正 氏 

③ SGH 推進部 

・部長 野城充生、副部長 大嶋浩行、栗原啓子 

・（高校）高久順、清水紘治、川俣海瑠、石川美恵子、木村晃子、吉永一行、 

片柳哲也、岩田大輔、大嶋俊彦、齋藤明朋、宇賀神茜 

（中学）栗原啓子、富永恭子、石塚弘幸、高木利文 

・（SGH クラブ）野城充生、大嶋浩行、高久順、清水紘治、 

宇賀神茜、片柳哲也、川俣海瑠、武田直樹、久保田一志 

栗原啓子、富永恭子、石塚弘幸、高木利文、 

・中高の教務主任、各学年主任、教科主任 

 
                   

（２）連絡協議会等 

①令和元(2019)年度 第1 回SGH 連絡協議会・連絡会 

a 日時 令和元(2019)年６月28日（金） 

b 場所 お茶の水女子大学・筑波大学文京校舎 

c 参加者 吉川知宏、大嶋浩行 

  

 

 



21 
 

（３）先進校視察 

①早稲田大学本庄高等学校 

a 日時 令和元(2019)年11月２日（土） 

b 訪問者 久保田一志 

c 内容 同校のSGH成果発表会を見学することで、全体の指導体制、特に生徒を中

心にした発表会の運営体制に関して大きな示唆を受けた。 

②長野県立長野高校 

a 日時 令和２(2020)年２月18日（火） 

b 訪問者 大嶋浩行、久保田一志 

c 内容 SGHの先輩校であり、地域密着型を進める同校で、指導体制等を学んだ。

また、本校と同様に台湾グローバル研修（修学旅行）中に高雄高級女子中

學で行っている課題研究の英語プレゼンテーションの実際、方法について 

    情報を共有した。 

 

（４）その他 

①令和元年度 学事出版「月刊高校教育」からの取材 

a 日時 令和２(2020)年１月８日（水） 

b 発表者 野城充生、久保田一志 

c 内容 本校の先進的なSGH活動等について生徒の活動の様子を記録したビデオ等

も用いながら説明、質疑を行った。インタビュー内容は同誌3月号に掲載

された。 

    


